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「初めての集い」んヽら一ヵ月が経過 しました。家庭からの支援が得 ら故ン

ず、自立できないまま社会に放 り出されている子 どもたちのための自立援助

ホームを栃木県に作ろうという私たちの運動も、おかげ様で順調に動き出し

つつあ ります。

5月 10日 の 「集い」以降、呼びかけ人を中心とした話 し合いを 5月 21日 、

29日 と 2回 開き、 7月 の設立総会に向け、活動を進めています。今のところ

会員の拡大が中心的な課題となっていますが、同時に 「青少年の自立を支え

る会」 としての組織を確立す るために、会則の作成、役員体制作 りなどにつ

いても検討 しているところです。ホームの運営についても、総会までには具

体的な形で明示できるように していく予定です。

現在、会員の数は100人 を超えています。福祉関係者だけでなく、新聞を

見て個人的に会員になって下さった方 もたくさんお ります。今後さらに多く

の方々にこうした子 どもたちへの自立援助の必要性を理解 していただき、会

員 になっていただくために、福祉関係はもとよ り、司法関係の団体、青少年

及び女性関係の団体など,こも協力をお願いしていきたいと思います。

児童相談所や教護院の方か ら非公式にではありますが入届についての打診

もいただいてお ります。今秋のホーム開設ず実現するよう何とか準備 したい

と思つてお りますので、ご協力をよろしくお願いします。

会の発足前からの懸案であった 『家』がやつと

みつかりました。

『家』についての情報は全部で7件寄せられま

した。それぞれの家屋を直接訪間し、最も通した

家を選びました。今回借りることにした 『家』の

詳細は次の通りです。
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場所

JR宇 都宮駅西日約300m(徒 歩 2分 )
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力 千 及瑠

広ら岨

み秘りとにて和押ぞど3 宏瑠

と十一上工_
3 家 賃  2棟 で月約15万円

6月 12日現在加入会員数は131名で、あつまった会費及び寄付金の額は

生083_000円 です。会員の大半は福祉関係者や児童の健全育成に携わってい

る人達ですが、それ以外の方や県外の方も多数加入しています。

まだ情報が十分伝わつていない関係団体もありますので、会員拡大のため

に努力 していきたいと思います。

第 7目紹会の g害 ルギ決ま りました

日時 平成 9年 7月 19日

14:

場所 とちぎ健康の森
宇都宮市駒生町333 7 - 1

住e1 028-622-0525)
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